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省エネ事例の紹介② 誰でも簡単にできる省エネの進め方

令和４年度 埼玉県
温室効果ガス排出削減対策セミナー オンライン

【本日のアジェンダ】

●会社紹介
会社概要、サービス内容、今期の実績、事業者様の診断受診背景

●診断事例紹介
1.事例の紹介にあたってお伝えしたいこと
2.CO2排出量の計算で重要設備の特定
3.診断観点１（CO2削減の考え方）
4.診断観点２（CO2削減に向けた6つの手法）
5~8.改善事例の紹介

断熱強化、蒸気トラップのメンテナンス、コンプレッサー不要時の停止、ファンインバータ化

2023年3月8日
株式会社エネルギーソリューションジャパン

診断技術部 安達浩二
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会社概要と沿革

＜プロフィール＞
●専門資格
エネルギー管理士
●経歴
2015年㈱エネルギーソリューションジャパンを設立。
主に環境省の登録診断機関として中小企業の脱炭素化を約400社支援、
多数の優良事例として実績あり。
経済産業省省エネ補助金「オーダーメイド事業」2件中2件の採択実績あり。
●実績
和歌山県様「脱炭素セミナー」、東京商工会議所様「中小企業SBT
セミナー」動画配信、くまもと産業支援財団様「脱炭素セミナー」など、
公的機関での講演実績多数。
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サービス内容と実績について

◆脱炭素化実現のためのSERVICE ◆脱炭素化で豊富な実績

診断事業・・・埼玉県省エネ診断、環境省SHIFT事業、有償診断を実施しています



Copyright (C) 2022 ENERGY SOLUTION JAPAN CO.,LTD. All Rights Reserved. 4

令和4年度の埼玉県省エネ診断事業の実績（4件）

出典元：Googleストリートビュー

事業所名：みたけ食品工業株式会社 鴻巣工場様

区分：大規模事業所

事業所名：株式会社武蔵野 埼玉工場様

区分：大規模事業所

事業所名：株式会社今井メッキ工業所 本社様 事業所名：株式会社ヤナギサワ 深谷工場様

区分：中小規模事業所区分：中小規模事業所

出典元：ヤナギサワ様HPより

出典元：武蔵野様HPより

出典元：今井メッキ様HPより
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事例紹介 みたけ食品工業株式会社 鴻巣工場様

担当者へのインタビュー
ESJ：今回埼玉県の省エネ診断を受診された背景を教えてください。

みたけ食品様
・太陽光発電設備導入に際し、県からの補助金申請を行う為に
診断実施が必須であった

・昨今のエネルギー価格高騰を受け、省エネ活動の実績を出すべく、
診断結果を省エネ活動の参考にしようと試みた

会社外観写真 製品写真

出典元：Googleストリートビュー 出典元：みたけ食品様ホームページより
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診断事例の紹介にあたってお伝えしたいこと

目的：光熱費高騰で自分達でもすぐに省エネ改善活動を
進められるよう進め方や考え方を習得する。

①CO2排出量の計算による主要なエネルギー構成の把握
→モデルケースを活用した計算

②CO2削減の考え方
③CO2削減に向けた6つの手法について
④6つの手法(トメル・サゲル・ナオス)を生かした診断事例のご紹介

診断機関を活用した場合にわかることについて
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CO2排出量の計算、重要設備を特定

ポイント①：主要なエネルギー構成の把握
ポイント②：重要設備の特定

CO2排出量の計算

モデルケース A工業株式会社
電力使用量:1,000,000kWh/年 東京電力より受電(仮)
都市ガス使用量：500,000N㎥/年
電気単価：30円/kWh
都市ガス単価：100円/N㎥
年間エネルギーコスト：80,000千円
年間稼働時間：5,000h/年 ※250日、20h/日
※単価や稼働情報等は改善案のページでも使用

①電力のCO2排出量を計算
電力使用量 × CO2排出係数 = CO2排出量

＝1,000,000kWh × 0.447t-CO2/千kWh = 447t-CO2/年

②都市ガスのCO2排出量を計算
都市ガス使用量 × 単位発熱量 × CO2排出係数

＝500,000N㎥ × 44.8GJ/千N㎥ × 0.0136t-CO2/GJ ≒ 305t-CO2/年 ∴CO2排出量は 752t-CO2/年 となります

排出係数、単位発熱量は環境省ホームページを参照
電力：電気事業者別排出係数一覧 令和4年提出用より抜粋し転記
都市ガス：算定・報告・公表制度における算定方法・排出係数一覧より抜粋し転記

燃料の種類

コークス 29.4 GJ/ｔ 0.0294 t-CO2/GJ

A重油 39.1 GJ/ｔ 0.0189 t-CO2/GJ

LPG 50.8 GJ/ｔ 0.0161 t-CO2/GJ

都市ガス 44.8 GJ/千N㎥ 0.0136 t-CO2/GJ

単位発熱量 CO2排出係数
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CO2削減の考え方

令和４年１０月 関東経済産業局カーボンニュートラルと地域企業の対応＜事業環境の変化と取組の方向性の資料より
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CO2削減に向けた6つの手法
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改善案１ 蒸気設備の断熱（運用改善） サゲル・ナオス

生産設備入口部の蒸気配管

80A蒸気バルブ(5個保温無し)での放熱量試算 計算諸元
算出条件：蒸気温度165℃、外気20℃、80A仕切弁の配管相当長さ：1.25m/個、年間稼働時間5,000h/年

ボイラー効率95％（都市ガス仕様）、都市ガスの単位発熱量：45MJ/㎥、保温厚さ40mm

放散熱量（断熱有り無し）

蒸気配管・継手類の断熱強化で省エネ 173千円/年 ⊿0.1% ※80A蒸気バルブ5個の場合

蒸気フロー

放熱量 ＝ (720W/m – (0.45W/m/k × (165℃-20℃))) × 1.25m × 5個 =  4,090W
削減ガス量 ＝ 4,090W ÷ 1,000 × 3.6 × 5,000h/年 ÷ 95% ÷ 44.8MJ/㎥ ≒ 1,730㎥/年

サーモ写真

蒸気
ボイラー

生産設備

ボイラー室

工場

蒸気配管

蒸気ドレン 蒸気ドレン

断熱◎

断熱不足
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改善案２ 蒸気トラップのメンテナンス（運用改善） ナオス

蒸気トラップ2次側の温度計測

本来であればドレンなので低温となる
故障により蒸気漏洩している状態

計算諸元
蒸気ロスの算出 年間稼働時間 5,000h/年、蒸気1t辺りの燃料消費量
156kg/h × 5,000/年 ÷ 1,000 ÷ 61.2㎥/t = 47,736㎥/年

不良発見時の即補修の実施 ※蒸気トラップの定期点検 4,774千円/年 ⊿3.9％ ※20A配管の場合

※蒸気トラップの内作による定期点検が難しい場合は、外部委託による点検サービスも存在します

蒸気フロー

蒸気
ボイラー

生産設備

ボイラー室

工場

蒸気配管

蒸気ドレン

T

蒸気ドレン

蒸気漏洩の写真

蒸気ドレン

蒸気漏洩
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改善案３ コンプレッサー不要時の停止（運用改善） トメル

コンプレッサー電流値計測データ

コンプレッサー運転台数の見極め、発停運用ルール策定による省エネ 2,055千円/年 ⊿4.1％

計測有での診断を受診すると、このような分析結果がわかります

このケース（緑線）だと

電流値：55A
電力量：17.1kWh
アンロード時間：16h/日
電力量計：274kWh/日

商用機によるベース運転 INV機による容量制御

附帯ドライヤーの運転インバータ機2台低負荷運転
1台停止が可能、と想定
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改善案４ ファンのインバータ化（機能付加） サゲル

送風ファン(37kW)の外観

送風ファンのダンパ開度

送風ファン(37kW)の運転電流値

ダンパ開度調整により
一定負荷での運転

風量と消費電力の関係図
計算諸元 風量80％の場合の消費電力について
ダンパ制御：消費電力 96%
インバータ制御：消費電力 50%
ダンパ制御からインバータ制御変更した際の消費電力削減率
96% - 50% = 46% ※年間稼働時間5,000h/年
34.9kWh × 5,000h/年 × 46% = 80,270kWh/年

96％

電流値 112A・・・電力量換算 34.9kWh

ダンパ調整運転ロスの改善による省エネ

2,408千円 ⊿4.8% 投資回収1.5年
※1kW 100千円で試算50％の開度

※80％の風量
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自社での取り組みが困難な場合は埼玉県の省エネ診断事業もしくは弊社へご相談ください

目的：光熱費高騰で自分達でもすぐに省エネ改善活動を
進められるよう進め方や考え方を習得する。

①CO2排出量の計算による主要なエネルギー構成の把握
→モデルケースを活用した計算

②CO2削減の考え方
③CO2削減に向けた6つの手法について
④6つの手法(トメル・サゲル・ナオス)を生かした診断事例のご紹介

診断機関を活用した場合にわかることについて

まとめ
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最後に・・・ 弊社の省エネ診断を終えての事業者様の感想

担当者へのインタビュー
ESJ：今回弊社で診断を受診されて率直な感想を教えてください。

みたけ食品様
・提案された省エネ対策案について、多くが多額な費用を必要とせず
運用面による改善を目指したもので、取り組みやすいと感じた

・報告会にて対策案の実施効果についてわかりやすく説明頂いた

ESJ:ご回答いただきありがとうございました。
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説明は以上となります。
ご清聴ありがとうございました。
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